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生
産
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
課
題

松

浦

春

樹

は
じ
め

に

米

国

で
生

ま

れ
、

米

国

で
育

っ
た
、

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
利

用

を
前

提

と

し

た
生

産

情
報

管

理

シ

ス
テ

ム

で
あ

る

M

R

P

(ζ
讐
Φ
噌
一餌
一

図
Φ
ρ
二
貯
Φ
]B
Φ
三
ω

コ

国
降
昌
ぎ
σq
)

シ

ス
テ

ム
が
我

が
国

に
紹

介

さ

れ

た

の
は
、

一
九

七
〇

年

代

の
後

半

で

あ

っ
た

が
、

そ
れ

ぞ

れ

の
企

業

の
伝

統

・
風

土

に
合

っ
た
形

に
咀
噛

さ

れ
、

い
ま

や

日
本

企
業

に
完

全

に
定

着

す

る

に
至

っ
て

い
る
。

一
方

、

我

が
国

で
は

ほ
と

ん

ど
導

入

さ

れ

て

い
な

い
が
、

同

じ
く
生

産

情

報
管

理

シ

ス
テ

ム

で

あ

る
O

P

T

(O
や
¢
ヨ
冒
Φ
O
勺
『
o
含

o
菖
8

↓
o
o
げ
ロ
9
0
αQ
唄
ω
宅
甲

什Φ
ヨ
)

は
、

M

R

P

シ

ス
テ

ム
と

は
異

な

っ
た
注

目

す

べ
き

論

理

を

も

っ
て

い
る
。

小

文

で
は
、

と

く

に
両

シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
負

荷

計

画

お

よ

び

ス
ケ

ジ

ュ
ー

リ

ン
グ
方

式

の
考

え
方

を
紹

介

す

る

と

共

に
、

そ

の
相
違

点

と
問

題

点

を
再

整

理

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

新

た

な
研

究

の
必

要

性

を
指

摘

し

た

い
。

二

M
R
P
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
負
荷
計
画
と

ス
ケ
ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

現
実

の
M

R

P

シ

ス
テ

ム
は
、

企

業

ご

と

の
独
自

性

を
加

味

し

て
導

入

さ

れ

る

の
で
、

企

業

ご

と

に
若

干
異

な

る
内
容

を

も

っ
て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

こ

こ
で
は
標

準

的

な

M

R

P

シ

ス
テ

ム
を

想

定

し

よ
う
。

M

R

P

シ

ス
テ

ム

で
は
、

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
は
与

え

ら

れ

た
負

荷

計

画

の
枠

の
中

で
別

個

に
作

成

す

べ

き
も

の
と

し

て
、

負

荷

計

画

と

ス
ケ

ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

が
、

切

り
離

さ

れ

て
考

え
ら

れ

て

い

る

。

M

R

P

シ

ス
テ

ム

で
は
、
負

荷

の
計

画

は
次

の
手

順

で
行

わ

れ
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る
。

製

品

ご

と

の
基

本

生

産

計

画

、

部

品
表

、

加

工
経

路

、

加

工

時

間

、

お

よ

び
生

産

に
必

要

な

平

均
的

リ

ー
ド

タ

イ

ム

の
情

報

に

基

づ

い
て
、

タ
イ

ム
バ

ケ

ッ
ト

と

呼

ば

れ

る
小

計

画

期

間

ご

と

に
、

工
程

別

の
能

力

の
所

要

量

が
計

算

さ

れ

る
。

各

工
程

の
能
力

が
あ

た

か
も
無

限
大

で
あ

る

も

の

の
ご

と
く

計

算

す

る

の
で
、

能

力

の

所

要

量

が
現

有

の
生

産

能

力

を
越

え

る

こ
と

が
当

然

起

き

て
く

る
。

生

産

能

力

が
足

り
な

い
場

合

に

は
、

①

生

産

能

力

を
増

強

で
き

な

い
か
、
②

代

替

の
工

程

は

な

い

か
、

③

基

本

生

産

計

画

を
変

更

で

き

な

い
か
、

な

ど

の
対

応

を
繰

り
返

し
、
能

力

の
所

要

量

と
生

産

能

力

を

一
致

さ

せ

る

よ
う

努

力

す

る
。

し

か
し

な

が
ら
、

現

実

の

問

題

と

し

て
、

所

要

能

力

が
生

産

能

力

を
越

え

る

タ
イ

ム
バ

ケ

ッ

ト
と

工
程

が
残

る

こ
と

は
避

け

ら

れ
な

い
。

上

記

の
負

荷

計

画

の
難
点

を
緩

和

す

る
方

法

の

一
つ
は
、

正
味

加

工
時

間

に
比
較

し

て
数

倍

の
ゆ

と

り

を

リ

ー
ド

タ
イ

ム
に
も

た

せ

る

こ
と

で
あ

る
。

M

R

P

シ

ス
テ

ム
に

お

い
て
、

部

品

に
与

え

ら

れ

る
リ

ー
ド

タ

イ

ム
に

は
、

必

ず

こ

の
意
味

の
比

較

的

大

き

な

ゆ

と

り

が
必

要

で
あ

る
と
、

著

者

は
解

釈

し

て

い

る
。

負

荷

計

画

で
、

タ
イ

ム
バ

ケ

ッ
ト
内

に
割

り
当

て
ら

れ

た
仕

事

の
着

手

順
序

の
決

定

は
、

現

場

に
任

さ

れ

て

い
る
。

各

工
程

に
お

い

て

一
つ
の
仕

事

が
完

了

し

た
時

点

時

点

に
、

最

新

の
進
捗

状

況

に
応

じ
、

次

に
着

手

す

る
仕
事

を
選

ぶ
。

こ

の
方

式

を

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ

.
ス
ケ
ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

と

い
う
。

多

く

の
場
合

、

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ
と

し

て
、

ク

リ

テ

ィ
カ

ル

・
レ

シ
オ

(未

加

工
分

の
リ

ー
ド

タ
イ

ム
/

納
期

ま

で

に
残

さ

れ

て

い
る
時

間
)

が
使

わ

れ

て

い

る
。

所

要

能
力

が
生

産

能

力

を
越

え

る

タ
イ

ム
バ

ケ

ッ
ト

と

工

程

を
残

し

た
ま

ま

の
負

荷

計

画

に
基

づ

い

て
、

生

産

を
実

施

す

る

が
、

時

点
時

点

で

の
工
場

全
体

の
状

況

を
反

映

し
た

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ
情
報

に
し

た

が

っ
て
、

最

も
急

ぐ
仕

事

を
次

に
着

手

す

べ
き

仕

事

と

し

て
選

べ

る

の

で
、

一
時

的

な

能

力

不
足

は

た

い
し

た
問

題

に
は

な

ら
な

い
と

の
発

想

で
あ

る
。

こ
の
様

に
、

M

R

P

シ

ス
テ

ム

に

お
け

る
負

荷

計

画

と

ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ
方

式

は
、

能

力
無

限

山
積

計

画

と
、

そ
れ

を
実

施

段

階

で
補

う

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ

・
ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

の
組

み
合

わ

せ
と

な

っ
て

い
る
。

三

〇
P

T
に
よ

る
負
荷
計
画
と

ス
ケ
ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

M

R

P

シ

ス
テ

ム
と

は
異

な

っ
て
、

O

P

T

に
お

い
て
は
、

負

荷

計

画

と

ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

は

一
体

の
も

の

で
あ
り
、

同

時

に

作

成

さ

れ
る
。

M
R

P

シ

ス
テ

ム
と

同
様

な

方

法

に
よ

っ
て
能

カ

所

要
量

を
計

算

す

る

が
、

算

定

の
目
的

は

あ
く

ま

で
阻

路

工
程

を

特

定

し
、

隆

路

で
な

い
工

程

と
区

別

し

て
、

重
点

的

な

計

画

・
管

理

を
行

う

こ
と

に
あ

る
。

O

P
T

の

ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

・
ア

ル

ゴ

リ
ズ

ム
の
詳

細

は
公

表

さ

れ

て

い
な

い
が
、

概

要

は
以

下

の
と

お

り

で
あ

る
。

隆

路

工
程

で

の
現
有

能

力

を
制

約

と

し

て
、

ま
ず

隆

路

工
程

で

の
生

産

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
作

成

す

る
。

隆

路

工

程

で

の
生

産

量

が
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工

場

全

体

の
生

産

量

を

規

定

し

て
し

ま

う

こ
と

に
な

る
。

し
た

が

っ
て
、

段

取

り
時

間

に

よ

る
時

間

損

失

を
最

小

に
抑

え

る

た

め

に
、

ロ

ッ
ト

サ

イ
ズ

は
可

能

な
限

り
大

き

く

と

ら

れ

る
。

そ

の
後

、

阻

路

工

程

の

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル

に
あ

わ

せ

て
、

隆

路

で
な

い
工

程

の

ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
作

成

す

る
。

仕

掛

り
在

庫

を
最

小

に
抑

え

る
た

め

に
、

ロ

ッ
ト

サ
イ

ズ

は
、

可
能

な
限

り
小

さ

く

と

ら

れ

る
。

ど

の

工
程

も
、

現

有

の
生

産

能

力

を

越

え

て
、

仕

事

を
負

荷

さ

れ

る

こ

と

は
、

常

に
な

い
。

全

て

の
仕

事

の
各

工

程

で

の
着

手

.
完

了

時

刻

が
、

計

画
段

階

で
あ

ら

か

じ

め
指

定

さ

れ

る

こ
と

に
な

り
、

計

画

部

門

が
、

各

工

程

で

の
仕

事

の
着

手

順

序

を
、

中

央
集

権

的

に

計

画

・
管

理

す

る
必
要

が
あ

る
。

製

品

の
納

期

、

す

な

わ

ち
、

基

本

生

産

計

画

は
、

作

成

さ

れ
た

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
に
あ

わ

せ

て
調

整

さ

れ

る
。

O

P

T

に
よ

る
負

荷

計

画

と

ス
ケ
ジ

ュ
ー

リ

ン
グ
方

式

の
発

想

は
、

隆

路

工

程

と
隆

路

で
な

い
工
程

を
明
確

に
区

別

す

る
点

を
除

く

と

、

古

く

か
ら

の
伝

統

的

な

ジ

ョ
ブ

・
シ

ョ
ッ
プ

・
ス
ケ

ジ

ュ

ー
リ

ン
グ

の
考

え
方

に
近

い
と

言

え

る
。

そ

も

そ

も

M

R
P

シ

ス

テ

ム

の
誕

生

の
原

点

が
、

ジ

ョ
ブ

・
シ

ョ

ッ
プ

・
ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

が
現

実

の
工
場

で
あ

ま

り

に
も

無

力

で

あ

る

こ
と

の
反

省

に

あ

っ
た

こ
と

を
考

え

る

と
、

問

題

は
深

い
と

言

わ
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

四

能
カ
所
要
量
計
画
と
有
限
山
積
法

M

R

P

シ

ス
テ

ム

の
と

る
負

荷

計

画

の
ア
プ

ロ
ー

チ
は
、

当

初
、

能

力

無

限

の
負

荷

法

(ぎ
訪
巳
器

ピ
o
巴

ぎ
αq
)

と

呼

ば

れ

て

い
た

が
、

現

在

で

は
、

能

カ

所

要

量

計

画

(
C

R

P

H
O
2。
8

0
淳
《

幻
Φ
ρ
9
『
Φ
B
Φ
昌
冨

℃
冨
ロ
巳
コ
αq
)

と

呼

ば

れ

て

い
る
。

こ

こ
で
は
、

負

荷

計

画

に
プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ

に
よ

る

ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

を
併

せ

て
、

能

カ

所

要

量

計

画

と
呼

ぼ
う

。

ま

た
、

O

P

T

の
と

る

ア

プ

ロ
ー

チ
は
、

有

限

山
積

法

(閃
ぎ
騨
Φ
い
o
β。
臼
口
αQ
)

と
呼

ば

れ

る
。

能

カ
所

要

量
計

画

と
有

限

山
積

法

は
、

対

立

概

念

で
あ

っ
て
、

ど

ち

ら

の
ア
プ

ロ
ー

チ
も
互

い
に
裏

返

し
と

な

る

一
長

一
短

を

も

っ

て

い
る
。

能

カ

所

要

量

計

画

で
は
、

製

品

の
基

本
生

産

計

画

を
親

計

画

と

し

て
、

構

成

部

品

の
所

要

期

日

と
所

要

量

を

正

し

く
計
算

で
き

る
。

複
数

の
部

品

を
組

み
立

て

る
際

も
、

同

期

化

し
た

か
た

ち

で
所

要

期

日

が
算

定

さ

れ

る
。

工
程

が
変

動

し

て
も
再

計
算

は
比

較

的

容

易

で
あ

る

の
で
、

更

新

さ

れ

た
所
要

期

日

に
基

づ

い
て
柔

軟

に
対

応

で
き

る
。

能

力

無

限

の
仮

定

の
う

え

で
計

算

し

て

い
る

の

で
、

正

し

い
所

要

期

日
を

容
易

に
再

指

定

で
き

る

の

で
あ

る
。

反

面
、

タ
イ

ム
バ

ケ

ッ
ト

お

よ

び
工

程

に
よ

っ
て
は
、

生

産

能

力

を
越

え

て
仕

事

を
負

荷

せ
ざ

る

を

え
な

い
。

納

期

遅

れ

が
起

き

な

い
よ
う

に
、

ス
ケ

ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

で
対

応

す

る
が
、

ど

う

し

て
も

決

め

ら

れ

た
期

日

に
完

了

し

な

い
仕

事

が

で

て
く

る
。

こ
れ

で
は
、

そ

も
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そ

も
親

計

画

で
あ

っ
た
基

本
生

産

計

画

を
達

成

す

る

の
に
、

難
儀

す

る

こ
と

に
な

る
。

有

限

山

積

法

で

は
、

製

品

の
基

本
生

産

計

画

を
、

生

産
能

力

の

制

約
内

で
作

成

し

た

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
に

よ

っ
て
裏

打

ち

し

て

い
る

の
で
、

工

程

に
変

動

が
発

生

し
な

け

れ
ば
、

納

期

遅

れ

は
起

き

な

い
。

基

本

生

産

計

画

は
、

保

証

さ

れ

て

い

る
。

と

こ
ろ

が
、

工

程

の
変

動

に
対

し

て
柔
軟

性

を
欠

く

の
で
あ

る
。

た

と

え
ば
、

組

立

て
用

部

品

の
う

ち

の

一
つ
の
加

工
完

了

が
遅

れ

る

こ
と

が
確

実

に

な

っ
た

と

し

よ
う
。

能

カ

所

要

量

計

画

で
あ
れ

ば
、

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ
が

下

が

っ
て
、

残

り

の
部

品

の
加

工
完

了

も

一
斉

に
遅

ら

さ

れ

る
。

そ

の

か
わ

り
、

プ

ラ
イ

オ

リ

テ

ィ
に
基

づ

く
現

場

の
判

断

で
、

他

の
急

ぎ

の
仕

事

を

先

に
処

理

で
き

る
。

有

限

山

積

法

で
は
、

計

画
部

門

が

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
を
作

成

し
直

し

て
、

各

工
程

に
通

知

す

る
必
要

が
あ

る
。

工
程

の

一
部

の
変

動

に
対

し

て
、

毎

回
、

事

実

上
全

て

の

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
を
作

成

し
直

す

こ
と

に
な

る
。

能

力

制

約

を
考

慮

し

た

ス
ケ
ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

は
、

繁

雑

で
あ

る
。

現
実

の
工
場

で
は
、

休

み
な

く

工

程

が
変

動

す

る

こ
と

が
常

識

で

あ

る

の
で
、

こ
れ

で
は
、

実

用
的

で
は

な

い
。

五

お
わ

り
に

現

代

を
代

表

す

る
生

産

情
報

管

理

シ

ス
テ

ム

で
あ

る
M

R

P

シ

ス
テ

ム
と

、

特

異

な
位

置

を
占

め

る
O

P

T

に
組

込

ま

れ

て

い
る

負

荷

計

画

お

よ

び

ス
ケ

ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

の
方

式

が
、

互

い
に
裏

返

し

の
長

所

と

短
所

を

も

っ
て

い
る

こ
と

を
解

説

し

た
。

能

カ

所

要

量

計

画

か
、

有

限

山

積

法

か
と

い
う
問

題

は
、

生
産

管

理

の
基

本

問

題

の
多

く

と
、

か

ら

み

あ

い
な

が

ら
密

接

に
関
連

し

て

い
る
。

有

限

山
積

法

が
使

え

る
条

件

を
解

明
す

る
と

い
う
研

究

の
ア
プ

ロ

ー

チ
も

あ

ろ
う

。

少

な

く

と

も
、

工
場

の
最

も
資

材

に
近

い
工
程

と
、

組

立

て

工
程

が

な

い
工
場

で
は
、

有

限

山
積

法

が
使

え

る
と

言

わ

れ

て

い
る
。

ま

た
、

能

カ

所
要

量

計

画

と
有

限

山
積

法

の
概

念

を
組

合

わ

せ

て
、

両
方

式

の
長
所

を

あ

わ

せ
も

っ
た
負

荷

計

画

と

ス
ケ

ジ

コ
ー
リ

ン
グ

の
方
式

を
設

計

す

る
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ

も

考

え

ら

れ

る
。

O

P
T

に
お

い

て
、

隆

路

工

程

と
阻

路

で
な

い

工

程

を
明

確

に
区

別

し

て

い
る

こ
と

は
、

こ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

に

一

つ
の
示

唆

を
与

え

て
く

れ

る
。

能

カ
所

要

量

計

画

か
、

有

限

山

積

法

か
と

い
う

問
題

に
は
、

わ

か

っ
て

い
な

い

こ
と

が
多

い
。
今

後

、

検

討

し

て
行

き

た

い
と

考

え

て

い
る
。

(ま

つ
う
ら

・
は

る
き
/
経
営
学
部
教
授
)
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